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新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
２

０
１
７
年
が
始
動
し
ま
し

た
。

　

憲
法
審
査
会
も
再
開
さ

れ
改
憲
策
動
と
戦
争
す
る

国
づ
く
り
を
巡
る
攻
防
が

始
ま
り
ま
す
。

　

昨
年
の
国
会
で
は
Ｔ
Ｐ

Ｐ
承
認
案
・
年
金
カ
ッ
ト

法
案
・
カ
ジ
ノ
解
禁
法
案

な
ど
、
ま
と
も
な
審
議
も

行
わ
ず
数
の
奢
り
で
強
行

採
決
、
ほ
ん
と
う
に
怒
り

ば
、
豊
か
な
未
来
は
あ
り

ま
せ
ん
。
酉
年
の
年
女
の

私
は
、
北
九
州
市
政
の
場

に
翔
び
出
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

人
生
3
回
目
の
年
男
、

2
回
目
の
と
き
は
社
会
人

な
り
た
て
で
、
何
も
知
ら

な
い
若
造
で
し
た
が
、
あ

れ
か
ら
12
年
た
っ
て
少
し

は
世
の
中
の
こ
と
が
わ
か

る
よ
う
に
な
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
社
会
で
み
な

さ
ん
と
共
に
生
き
て
い
く

の
で
あ
れ
ば
、
何
か
少
し

で
も
役
に
立
つ
こ
と
を
し

よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
県
労
連
機
関

紙
と
青
年
部
の
再
開
に
関

わ
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も

教
宣
部
の
み
な
さ
ん
と
と

も
に
、
読
ん
で
面
白
い
、

交
流
に
も
組
織
強
化
に
も

役
に
立
つ
機
関
紙
づ
く
り

に
努
め
る
こ
と
、
人
が
集

ま
る
青
年
部
活
動
を
つ
く

る
こ
と
の
2
つ
を
ま
ず
は

目
標
に
し
ま
す
。
酉
年
だ

け
に
飛
躍
の
年
に
な
る
よ

う
頑
張
る
ぞ
！

　

ブ
レ
ー
キ
が
つ
い
て
い

な
い
安
倍
政
権
の
暴
走
車

が
止
ま
り
ま
せ
ん
。
戦
争

法
、
原
発
再
稼
働
、
沖
縄

の
米
軍
基
地
問
題
、
年
金

カ
ッ
ト
法
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
承
認
、

カ
ジ
ノ
解
禁
推
進
法
…
…

私
は
一
母
親
と
し
て
子
ど

も
の
成
長
を
見
守
り
、
一

労
働
者
と
し
て
穏
や
か
に

安
心
の
生
活
を
た
だ
送
り

た
い
だ
け
な
の
に
、
そ
れ

を
許
さ
な
い
今
の
政
治
は
、

ど
う
し
て
も
変
え
な
け
れ

　

２
０
１
６
年
は
、
保
育

士
に
な
り
た
い
と
い
う
小

学
校
の
頃
か
ら
の
夢
が

や
っ
と
叶
っ
た
年
で
あ
り

ま
し
た
。「
せ
ん
せ
い
、

だ
い
す
き
」
と
毎
日
言
っ

て
く
れ
る
子
ど
も
た
ち
に

囲
ま
れ
、
保
育
士
に
な
れ

た
嬉
し
さ
を
実
感
す
る
と

同
時
に
、
十
人
十
色
な
子

ど
も
た
ち
と
向
き
合
う
難

し
さ
も
痛
感
し
、
学
び
た

い
こ
と
が
た
く
さ
ん
見
え

て
き
ま
し
た
。
今
年
は
た

く
さ
ん
学
ん
で
、
も
っ
と

も
っ
と
保
育
の
世
界
に
の

め
り
込
ん
で
い
き
た
い
で

す
。
そ
し
て
毎
日
笑
顔
を

忘
れ
ず
、
楽
し
い
1
年
に

し
た
い
で
す
。
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２
０
１
７
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攻
勢
的
に
闘
い
ま
す

福岡県何でもファイブ  【都市人口・多】第1位：福岡市 1,474,326人　第2位：北九州市 981,891人　第3位：久留米市 305,656人　第4位：飯塚市 131,519人　第5位：大牟田市 122,277人  「住民基本台帳人口」（平26.1.1）

が
こ
み
上
げ
て
き
ま
す
。

　

景
気
は
一
向
に
回
復
せ

ず
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
行

き
詰
ま
り
が
鮮
明
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
安
倍
首
相

は
「
働
き
方
改
革
」
で
労

働
時
間
上
限
規
制
、
同
一

労
働
同
一
賃
金
な
ど
労
働

者
の
た
め
の
施
策
を
実
行

す
る
か
の
よ
う
に
マ
ス
コ

ミ
を
使
い
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
ま
す
が
、
わ
ず
か
な
改

善
で
大
改
悪
を
ご
ま
か
し

て
い
ま
す
。

　

安
倍
政
権
は
一
貫
し
て

世
界
で
一
番
企
業
が
活
躍

し
や
す
い
国
作
り
を
目
指

し
、
労
働
法
制
を
岩
盤
規

制
と
み
て
破
壊
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
始
ま
る
17
春

闘
！
最
賃
引
き
上
げ
、
公

契
約
法
・
条
例
制
定
の
運

動
、
長
時
間
労
働
規
制
、

同
一
労
働
同
一
賃
金
を
本

当
に
実
現
さ
せ
る
立
場
で

攻
勢
的
に
闘
う
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　

1
月
に
は
通
常
国
会
で

冒
頭
解
散
・
総
選
挙
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
国
民
・
労
働
者

の
要
求
実
現
を
構
築
す
る

た
め
に
は
、
安
倍
暴
走
政

治
を
終
わ
ら
せ
る
闘
い
が

最
も
重
要
な
運
動
と
考
え

ま
す
。
組
織
拡
大
と
合
わ

せ
て
政
治
を
変
え
る
運
動

の
旗
手
と
し
て
県
労
連
は

闘
い
抜
き
ま
す
。
み
な
さ

ん
共
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う
。

福
岡
法
律
関
連
労
組

   

藤
元
さ
と
み

全
印
総
連

   

林
田　

孝
一

福
祉
保
育
労

   

長
田　

千
明

保
育
の
世
界
に

 

の
め
り
込
む

自
分
ら
し
く

北
九
州
市
政
に
挑
戦

ACTION NEW YEAR

福
岡
県
労
働
組
合
総
連
合

議
長　

江
口 

謙
二

新年の

抱負

新年の

抱負

年女

年男

新
年
の
ご
挨
拶

新年の

抱負年女
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会
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

事
務
局
よ
り
「
16
春
闘
経

福
岡
県
医
療
労
働
組
合
連
合
会

県
労
連
幹
事　

日
高 

琢
二

最
賃
・
長
時
間
是
正
を
ア
ピ
ー
ル

17 春闘勝利の決意固め合う
「県民春闘討論集会」開催

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
実
現
へ

　

医
労
連
は
、
医
療
・

介
護
・
福
祉
の
労
働
者

で
つ
く
る
医
療
産
別
組

合
で
す
。
病
院
・
診
療

所
は
も
と
よ
り
、
介
護

や
福
祉
の
施
設
な
ど
、

医
療
関
連
事
業
の
労
働

者
も
幅
広
く
組
織
し
て

い
ま
す
。
設
置
主
体
別

で
は
、
全
国
組
織
の
国

立
病
院
、
国
立
・
私
立

の
大
学
病
院
、
自
治
体

病
院
、
地
場
民
間
病
院

な
ど
で
構
成
し
、
個
人

加
盟
を
含
め
県
下
28
単

組
・
８
，
３
０
０
人
を

組
織
し
て
い
ま
す
。

　

い
ま
私
た
ち
の
一
番

の
課
題
は
、「
夜
勤
改

善
・
大
幅
増
員
」
で
安

全
・
安
心
の
医
療
・
介

護
を
実
現
す
る
こ
と
で

す
。
白
衣
で
地
域
に
出

て
署
名
や
ア
ピ
ー
ル
行

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
間
、
県
労
連

の
仲
間
の
皆
さ
ん
に
も

た
く
さ
ん
の
支
援
を
頂

き
運
動
を
前
進
さ
せ
て

き
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

自
治
労
連
北
九
州
市
バ

ス
労
組
所
属
の
嘱
託
バ
ス

運
転
手
組
合
員
ら
が
、
あ

る
路
線
の
終
点
に
到
着
し

た
後
、
別
の
路
線
の
始
点

と
し
て
発
進
す
る
ま
で
の

時
間
全
て
を
勤
務
時
間
と

し
て
時
間
外
勤
務
手
当
を

請
求
し
た
も
の
。

　

北
九
州
市
交
通
局
の
バ

ス
運
転
手
は
、
９
割
の
運

　

午
前
中
の
総
会
で
は
、

山
下
和
博
議
長
代
行
の
開

過
報
告
」「
２
０
１
７
県

民
春
闘
方
針
」「
決
算
・

予
算
」
な
ど
の
議
案
の
提

案
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
２
０
１
７
県
民
春
闘

方
針
」
で
は
、
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
の
行
き
詰
ま
り
の
中

で
、
国
民
の
意
識
と
乖
離

し
た
政
策
を
強
硬
に
推
し

進
め
る
安
倍
暴
走
政
治
を

ス
ト
ッ
プ
し
、「
全
国
最

賃
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

を
軸
に
、「
最
低
賃
金
の

引
き
上
げ
」「
公
契
約
条

例
の
制
定
」「
公
務
員
賃

金
の
改
善
」
等
、「
社
会

的
な
賃
金
闘
争
」
を
徹
底

す
る
こ
と
、
そ
の
た
め

に
、
職
場
・
地
域
で
の
学

習
・
討
論
を
す
す
め
、
こ

れ
ま
で
に
な
い
組
合
員
の

参
加
を
勝
ち
取
り
、
す
べ

て
の
単
産
・
単
組
で
全
組

合
員
参
加
の
県
民
春
闘
に

し
て
い
く
こ
と
が
提
起
さ

れ
ま
し
た
。

単
産
紹
介

vol．

4

闘
う
仲
間
の
裁
判
報
告
❹ 

各単産討論でも最賃・公契約について盛んに発言されました

拘
束
時
間
も
労
働
で
す

時
間
外
勤
務
手
当
請
求

 

自
治
労
連
北
九
州
市
バ
ス
労
組

最
賃
・
公
契
約
を
社
会
的
運
動
へ

最
賃
・
公
契
約
を
社
会
的
運
動
へ

毎
日
記
者
が
斬
る
安
倍
政
権
ウ
ソ
・
マ
コ
ト

毎
日
記
者
が
斬
る
安
倍
政
権
ウ
ソ
・
マ
コ
ト

『
日
本
会
議
の
研
究
』

『
日
本
会
議
の
研
究
』

菅
野
菅
野  

完完  

著著

扶
桑
社
新
書 

２
０
１
６
年
5
月
刊 

定
価
８
０
０
円+

税
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転
手
が
嘱
託
運
転
手
と
な

り
、
正
規
職
員
と
同
じ
仕

事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
先

行
し
た
裁
判
は
、
福
岡
地

裁
で
原
告
の
請
求
を
全
面

的
に
認
め
、
時
間
外
手
当

及
び
付
加
金
の
支
払
い
を

命
じ
、
高
裁
で
和
解
。
現

在
、
後
発
で
同
じ
内
容
の

新
た
な
裁
判
が
福
岡
地
裁

で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

博
多
口
の
駅
前
広
場
の
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
一
角

で
、
参
加
者
全
員
が
サ
ン

タ
の
衣
装
や
赤
い
ジ
ャ
ン

バ
ー
に
ト
ナ
カ
イ
の
角
な

ど
を
付
け
て
、
全
労
連
の
チ

ラ
シ
入
り
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ

を
配
布
し
、
全
国
一
律
最
賃

制
の
実
現
や
、
時
給
１
５
０

０
円
の
実
現
、
長
時
間
労
働

の
是
正
を
訴
え
ま
し
た
。
年

末
の
駅
前
で
は
、
家
族
連
れ

の
子
供
た
ち
や
若
い
恋
人

た
ち
、
通
勤
帰
り
の
人
た
ち

の
混
雑
の
中
、
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
は
大
人
気
で
、
用
意

し
た
チ
ラ
シ
入
り
テ
ィ
ッ

シ
ュ
は
飛
ぶ
よ
う
に
行
き

か
う
人
々
に
配
ら
れ
ま
し

た
。

　

福
岡
県
労
連
は
12
月
16

日
の
夕
方
、「
ク
リ
ス
マ

ス
宣
伝
」
と
銘
打
っ
た
、

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
宣

伝
を
行
い
ま
し
た
。
博
多
駅

　

12
月
11
日
、
福
岡
市
博
多
区
の
第
三
博
多
偕
成

ビ
ル
で
、
26
組
織
78
人
が
参
加
し
て
「
福
岡
県
春

闘
共
闘
連
絡
会
議
総
会
」
と
「
２
０
１
７
年
県
民

春
闘
討
論
集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
の
春
闘
討
論

集
会
で
は
、
江
口
謙
二
議

長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、「
安

倍
『
働
き
方
改
革
』
の
ウ

ソ
と
マ
コ
ト
〜
安
倍
政
権

下
で
私
た
ち
に
求
め
ら
れ

る
も
の
は
〜
」
と
題
し

て
、
毎
日
新
聞
新
潟
支
局

長
で
元
新
聞
労
連
委
員
長

の
東
海
林
智
氏
に
講
演
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講

演
で
は
、
ま
ず
、
圧
倒
的

に
不
利
と
い
わ
れ
た
新
潟

県
知
事
選
挙
で
、
な
ぜ
野

党
と
市
民
が
推
す
米
山
氏

が
勝
利
で
き
た
の
か
と
い

う
こ
と
が
教
訓
的
に
語
ら

れ
、
あ
ら
た
め
て
「
野
党

と
市
民
の
共
闘
」
の
大
切

さ
を
確
認
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
安
倍
政
権
が
す
す

め
る
「
世
界
で
一
番
企
業

が
活
動
し
や
す
い
国
づ
く

り
」
は
、
労
働
者
派
遣
法

の
改
悪
で
、
派
遣
労
働
者

を
際
限
な
く
拡
大
し
、
今

ま
た
「
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
制
度
」
や
「
裁

量
労
働
制
の
拡
大
」「
解

雇
の
金
銭
解
決
」
な
ど
労

働
基
準
法
の
改
悪
を
す
す

め
つ
つ
、
そ
の
一
方
で
、

安
倍
政
権
の
危
機
感
の
表

れ
と
し
て
「
同
一
労
働

同
一
賃
金
」「
最
低
賃
金

の
引
き
上
げ
」「
長
時
間

労
働
の
是
正
」
な
ど
耳
触

り
の
い
い
政
策
を
並
べ
て

労
働
者
・
国
民
の
反
発
を

か
わ
そ
う
と
し
て
い
る
こ

と
、
安
倍
首
相
が
本
気
で

改
革
す
る
気
な
ど
全
く
な

い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

ま
し
た
。

　

午
前
午
後
を
通
じ
た
討

論
で
は
24
人
が
発
言
し
、

職
場
の
現
状
や
そ
れ
を
打

開
す
る
闘
い
の
経
験
、
労

働
争
議
や
労
働
審
判
の
結

果
・
経
過
報
告
、
17
春
闘

に
向
け
た
課
題
や
方
針
が

力
強
く
語
ら
れ
、
参
加
者

全
員
で
17
春
闘
勝
利
の
決

意
を
固
め
合
い
ま
し
た
。

サ
ン
タ
が
贈
る
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
宣
伝

サ
ン
タ
が
贈
る
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
宣
伝

安倍政権を鋭く斬る東海林智氏

北九州市での街頭宣伝

サンタの衣装が映える我ら県労連の仲間たち

　

安
倍
内
閣
を
支
え
る
「
日

本
会
議
」
を
直
接
扱
っ
た
本

書
は
、
発
行
直
前
に
日
本
会

議
か
ら
「
発
行
差
し
止
め
」

の
申
し
入
れ
が
あ
る
な
ど
話

題
を
呼
ん
だ
一
冊
。
著
者
は

「
む
す
び
に
か
え
て
」
の
中

で
、『（
一
部
抜
粋
）
事
実
を
積

み
重
ね
て
い
け
ば
、
自
ず
と
、

日
本
会
議
の
小
さ
さ
・
弱

さ
が
目
に
つ
く
よ
う
に
な
っ

た
。
活
動
資
金
が
潤
沢
な
わ

け
で
も
、
財
界
に
強
力
な
ス

ポ
ン
サ
ー
が
い
る
わ
け
で
も

な
い
。
ほ
ん
の
一
握
り
の
人
々

が
有
象
無
象
の
集
団
を
束
ね

て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。「
一
群

の
人
々
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

挫
折
や
失
敗
を
乗
り
越
え
、

今
、
安
倍
政
権
を
支
え
な
が

ら
、
悲
願
達
成
に
王
手
を
か

け
た
』
と
述
べ
て
い
る
。
孫

子
は
「
彼
を
知
り
己
を
知
れ

ば
百
戦
殆
う
か
ら
ず
」
と
い

う
。
一
度
、
お
読
み
あ
れ
。

 

（
か
け
た
に　

は
じ
め
）

この本
おすすめ


